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もそれらの課題を

意識し、自分なりの

解決策を考えてみ

るべきだと思うの

です。もちろん、個

人で取り組めるこ

とではありません

が…。 

まずは身近なと

ころから。例えば、

周囲で何かトラブ

ルが起きたとしま

す。そういう場合、

最初は「みんなが納

得のいくまで、とこ

春です！いつもだったら、子どもたちが次のステ

ージに進んでいく嬉しいニュースでウキウキして

いるこの季節。だけど今年は、ちょっと違う。コロ

ナ禍に加え、ロシアによるウクライナ侵攻や東北で

頻発する地震…心がザワザワして落ち着かない春

です。みなさんはいかがお過ごしですか？ 

 

心が痛くなるようなニュースが毎日のように飛

び込んできています。切り取られた報道、真実はど

こにあるのか？何十年か経った頃に、実はこうだっ

た！みたいなことが明かされていくのでしょうが、

そんなことに振り回される国民は、たまったものじ

ゃありません。突然、平穏な日常が破壊され、命を

落とす者まで…。ふざけるな！ 

いかなる理由があろうと、武力をもって、相手方

を自分たちの思いどおりにしようなんて、絶対にあ

ってはならないこと。本来、それは地球上のみんな

が、気持ちよく暮らすための共通のルールであって

欲しい！私たちは、そう教育されてきたと思うし、

子どもたちにもそう伝えてきました。 

ですが、21世紀の今でも、常にどこかの国で、紛

争は起こっています。広がる経済格差やエネルギー

問題、信仰の違いや感染症の流行…さまざまな理由

で、安心して暮らせない状況にあるということで

す。それらの課題を解決するには、武力行使ではな

く、世界中で知恵を出し合うことが求められます。

国家間外交だけにお任せするのではなく、我々個人

春 song 

【 日 時 】4月 16日(土)14：00～(30分前開場) 

【 場 所 】呉市生涯学習センター4F音楽ホール 

【参加費】1500円 

とん話し続ける」を目指しますよね。とても根気の

要る作業だし、上手く進んでいかないかもしれませ

ん。しかし、双方の合意を取り付けるまで話したこ

とは、必ず実を結びます。一方で、どこかの国会の

ように、はい時間切れ、はい多数決というやり方で

物事を決めていくと、必ず弱い立場の人たちにその

しわ寄せがいきます。一握りの人たちに過度の負担

を強いるようなバランスの悪い社会は、当然のこと

ながら、その存続はとても危ういもの。 

結局、トラブルが起こった時には「みんなが納得

のいくまで、とことん話し続ける」を目指す。他に

も、自分と違うことに対して極端な偏見を持たない

ようにする、少数意見に耳を傾ける、困っている人

に手を貸す、困った時に困ってます！と声を上げる

勇気を持つ…それらの当たり前を積み重ねること。

そして、これだけ SNS が発達した時代なのですか

ら、それらを多様なメディアで発信し続けること…

が、遠回りでも紛争を回避することに繋がっていく

ものと考えます。そのために、私たちは、これから

も学び続けましょう！発信し続けましょう！ 

おとな塾 

ウキウキ 

松原杏 

(Singer/Vocal 講師 

/音楽療法士) 三浦雄希 

(作・編曲家/キーボーディスト 

/ドラマー) 



- 3 - 

 

 

 

 

―啓発広報部 おとな塾― 

今年もやってきました、おとな塾「呉市のお財

布」。呉市財政部財政課長矢藤誠司さんをお迎えし

てお話を聞きました。呉市の令和4年度当初予算は、

『幸せな呉市のために～イキイキと働き、豊かに安

心して暮らし、ワクワク生きる～』と題し、5 つの

ポイントに沿って編成されているそうです。 

3月 9日(水)生涯学習センター 参加者 13名 

予算を決めるというのは一大仕事で、昨年度を踏

まえて、何に、どのくらいお金を用意するか、年末

の 3か月間、夜遅くまで話し合ってやっと決めるそ

うです。 

お話の中で特に興味深かったのは、中学校の学校

給食の話。私が中学生の頃は、1クラス(約 40人)で

10人以上は給食を頼んでいたと思いますが、現在の

旧市内の普及率は、約 22％。5人に 1人くらいしか

頼んでいないそうです。「おいしいし、荷物少なくて

楽！」と感じていた私にとってこの数字は驚きでし

たが、「まずい」「量が多い」と言って給食にしない

子もたしかにいました。なるほど、みんなに納得し

①質の高い生活が実現されるスマートシテ

ィ「くれ」 

②新たなチャレンジでビジネスチャンスを生

み育てる「くれ」 

③都会にはない心地よい暮らしが人々を惹

きつける「くれ」 

④災害に屈しない強靭なまち「くれ」 

⑤SDGsを通して豊かな未来を創る「くれ」 

てもらえる給食づくりは難しいものだなあと思い

ました。それでも、心も環境も不安定な日々を過ご

す彼らにとって、「食」というのはとても大きな存在

だと思います。まあまあ問題児の多い中学校で 3年

間を過ごした私にとって、昼食の時間は唯一クラス

がやっとすこ～し静かになる時間でした(笑)。まだ

まだ普及率の低い中学校給食ですが、どんどん改良

されて、より多くの子どもたちが食べたくなるもの

になっていくことを願っています。 

 

なんだか学校給食のことばかりになってしまい

ましたが、今回のおとな塾を通して、「呉市」が私た

ち市民の暮らしをよくするため、たくさんの努力を

しているということがわかりました。また、いただ

いた資料は市民誰もが見てもよいものだと知り、今

まで「呉市はどんなことをしているんだろう」と疑

問に思っていたにもかかわらず調べようとしなか

った自分にハッとしました。気になることは、調べ

てみたら案外身近なところに答えがあるのかもし

れないですね。        (大学生 八汐美月) 

講師：矢藤誠司さん 

(呉市財政部財政課長) 

呉市 お財布 の 

ポスチュアウォーキング 

【日 時】4月 20日(水)19：30～ 
【場 所】生涯学習センター508 
【参加費】1200円 
 ※事前にお申込みください。 

講師：講師：佐藤泉さん(ポスチュアスタイリスト) 

春です！ 

颯爽と歩こう！ 
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  ―子ども活動部 和菓子にチャンレジ！！― 

に 
3月 13日(日) 広まちづくりセンター調理室 

参加者①10：30～15名②13:00～16名③15:00～9名 

例年なら 40 人くらいがワイワイ作る「和菓子にチャレンジ」だが、直前までコロナマンボウ…。今年も

定員を減らし、3 回に分けて行った。3 回やるなら講師も 3 人必要。そこで新たに、2 人が講師デビューし

ました！今回はそのうちの 1 人、渡辺さんにコメントを寄せてもらいました。 

「ちょっと待て ほんとに私が 前に出る？」と思わ

ず募集中の川柳(意味合いは違うが)が出てくる程驚い

た司会の話。打ち合わせに事務所に行き、当日も午

前中の部を見学させてもらっているにも関わらず、

まだ言い訳を考えどこかヒトゴトな往生際が悪い

私。始まる直前になって「もうやるしかない…」と

覚悟を決めた次第です。 

冷や汗をかき、ドキドキして何を言っているかわ

からない私の説明を、参加者は真剣に聞いていまし

た。中には「先生！」と呼んでくれた方もいて、恐

縮しながら何とか説明を終えました。作品を見て回

ると、どれも力作揃い！中には「これを作る！」と

決め写真を用意して手際よく仕上げる子、協力する

親子、自分の作品に没頭したい父(私の夫)…。 

終わってから思い返せば、あっという間。短時間

で様々な楽しいひとときに出合い、とても良い経験

をさせて頂き感謝です。あとになってじわじわ楽し

さがよみがえるのは子育てと同じなのか？と思う

子育て奮闘中の私です。       (渡邊朋子) 
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「今日はこれをつくろうと思ってきた！」と絵や写

真を見せてくれる子が何人かいて、この企画を楽し

みにしてくれていたことがひしひしと伝わって来

た。逆に「何をつくろうかな～」とゆっくり考える

子もいて、それはそれで楽しい時間のようだ。鯉の

ぼりや UFO、マグロのにぎり、トカゲ、イチゴ、宮

島の大鳥居…子どもたちはどんどん独創的な和菓

子を作っていく！お父さんたちも力作揃い。東京タ

ワーやランドセルなど「和菓子で、それ作る？」っ

て、めっちゃ面白かった。 

家族で参加した人から次の日「自分たちの作品は

冷凍庫にしばらく置いておくそうで、親の分をペロ

リと食べてました。明日以降必要以上に冷凍庫開け

て確認すると思います(;´∀｀)」とのラインがあ

り、その様子を思い浮かべてニヤニヤ…。 

コロナで子どもたちの体験の機会とそれに伴う

人との関りが激減している気がしてならない。テレ

ビドラマで「体験することで考えが変わることがあ

る」というシーンがあり、とても共感してしまった。

だからこそ、今後も体験の場、出会いの場を作って

いくのが大人のミッションだ。    (久保直美) 

北海道で生活し始めて、もう 1 年が経とうとして

います。驚くことが沢山ありましたが、1 番はやっ

ぱり冬が長くて雪がすごいということです笑 4 月

にも降ったので、それだけでも驚きましたが、冬の

雪はレベルが違いました。今年は初雪が遅かったら

しく、地元の人達が今年はあんまり雪が降らないと

話していました。私自身も、想像していたより降ら

ないし、次の日にはすぐ溶ける程度だったので、こ

んなものなのかと思っていました。でも、一晩だけ

で景色って変わるんです！今まで降っていたのと

比べものにならないぐらいの雪が急に降り、朝起き

て外を見ると真っ白でした。溶ける様子は微塵もな

く、むしろ雪が降り続けるので積もる一方でした。

今年は全国的に雪がよく降っていましたが、他県の

雪は可愛いもので、北海道の雪はもはや異世界でし

た。大学の授業中、教授が「冬に自転車乗らないで

下さいね、バカだと思われますよ｣と言っていまし

た。最初は滑らなかったら大丈夫と考えていました

が、こんなに雪が積もっている中、自転車になんて

まず乗れないとすぐ考えが改まりました。そんな

中、郵便局の配達員の方がチェーンをつけたタイヤ

のバイクで雪の中配達しているのを見てとても驚

きました。他にも、買い物行くのにそりを使い荷物

を運ぶ方がいたり、スキー板を持って登下校する小

学生を見たり、広島では見ることのない光景を沢山

見ました。雪が嫌いになるぐらいの豪雪を体験しま

したが、冬の寒さに関しては、慣れるもので 0℃で

暖かいと感じるようになってしまいました。慣れっ

て怖いですね。少なくともあと 5 回、この冬が来る

と思うと憂鬱ですが、なかなかできる体験ではない

と思うので、楽しみたいと思います！   (あや) 

異次元の雪 
～0℃も慣れたわ、すこ～しもさむくないわ♪～ 
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  ―特集 祝！卒業― 

高校生になったら、勉強する時間以外

はピアノに費やそうと思います。朝起き

て、ご飯を食べて、ピアノを弾き、学校

から帰って来てピアノを弾き、夕ご飯を

食べてピアノを弾き、お風呂に入ってか

らまたピアノを弾きます。私の生活の大

半はピアノでできています。今は思うが

ままに弾いていますが、高校生になった

ら、もっと専門的に学んでいこうと思い

ます。いつか私の全部がピアノだと言え

るようになるまで、私は弾き続けます。

では。            (伴流) 

義務教育を終えた。振り返ると、いろんなことがあったなぁ

と感じる。1 年生では勉強なんかせず、遊んでばかりでひどい

成績を取り続け、2 年生ではコロナが流行し始めてほとんど家

で過ごした。3 年生では初めての受験で、入試 1 週間前に右手

の人差し指を骨折したり、私の 3 年間はハチャメチャだった。

だけど一生忘れることのない思い出となった。春から高校生、

中学校生活に負けないくらいの良い思い出を作っていきたい。 

(こはる) 

 呉市では、増えたり減ったりの感染状況にひやひやする今日

この頃、様々に対策を取られながら卒業式が執り行われたこと

と思います。どんな状況にあっても子どもたちは日々成長し、

次のステップへと進んでいきます。私たち大人は、いつでもそ

んな姿を応援しています！！月並みな言葉だけど、みんな、一

歩先のステージへ、がんばれ！！(YYY スタッフ一同) 

沢山のひとのお世話になって、無事

に卒業することができました。いろい

ろ不安もあるけど、高校でも頑張りま

す！         (竹内ひなた) 

阿賀中には伝統のソーラ

ン隊があり、それに参加して

阿賀中の伝統を守りたいで

す。中学校は新しい教科が増

えて大変かもしれないけど

頑張りたいです。 

あと小学校と中学校で違

うところもあるので間違え

ないようにしたいです。これ

からも  YYY の仕事を続け

ながら、勉強は頑張りたいで

す。スタッフの皆さんこれか

らもよろしくお願いします

             小学校の先生今まであり

がとうございました              

(青木柚芽) 
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三津田に入学して 2/3 以上を「コロナウイルス」と

共に過ごし、2 年生から学校行事が全て規模縮小され

ましたが、結局楽しかった、悔しかった、頑張った日々

でした。なんやかんや満喫できました。唯一後悔して

ることは、共通テストで全然点を取れなかったことで

す。1 つも捨て教科を作らないようこれからの人達頑

張ってください。(上田海晴) 

三津田高校で過ごせて、とても満足しています。バ

スケットボール部に所属し、厳しい練習もありました

が、チームメイトと助け合って乗り越えたのは良い思

い出です。クラスの皆と受験勉強を頑張ったことも印

象に残っています。僕の周りには勉強を頑張る仲間が

たくさんいて、お互いに切磋琢磨できました。大学に

行っても、高校生活の体験を活かして頑張っていきた

いです。               (登田凛生) 

小学 6 年間、特にこの 1 年間はとても

楽しい思い出でいっぱいです！あっと

いう間に過ぎていきました｡6 年があっ

という間だったという事は…中学 3 年

間なんてあっという間に過ぎていくん

だろうな…と思いますが。だからこ

そ！！楽しい思い出をたくさん作って

楽しみたいと思います！  (髙﨑夕未) 

私がなりたい大人

は、みんなの考え方を

否定しない人です。自

分の考え方を押し付け

るのではなく、そうゆ

う考え方もあるんだと

受け止め、尊重したい

です。そうなりたいと

思ったわけは歴史の授

業です。昔は国民の意

見を政治に取り入れな

くて政治家の意見で政

治を進めていました。

これを聞いた時はどう

してこのようにしたん

だろうと思っていまし

私が高校生活で頑張りたいことは 2 つあります。 

1 つ目は勉強です。高校では授業の進みがとても速いそうなので予

習復習を欠かさず、習ったことをしっかり身に付けていきたいです。 

2 つ目はコミュニケーション能力を高めることです。高校に入ると、

今までとは環境が大きく変わり、いろんな人と会う機会が増えます。

だから、コミュニケーション能力を高め、誰とでもしっかりコミュニ

ケーションをとれるようになりたいです。       (花浦陽乃) 

た。なぜなら人が 100 人いたら 100 個の考え方がありそれを

取り入れたらもっと国が良くなると思うし、他の国との関係も

もっと良くなると思ったからです。なので自分が大人になった

ら子どもが生きたいようにすることでとても楽しい日々が送

れると思います。                (谷美咲) 




